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新潟市は、 平成1 9 （ 2 0 0 7 ） 年4 月に本州日本海側で唯一の政令指定都市と し て新たなスタ ート を 切り 、

以降、 8 つの行政区において、 地域の特性を 活かし た個性あふれるまちづく り を 進めてき まし た。

平成2 7 （ 2 0 1 5 ） 年度から は、 新潟市総合計画「 にいがた未来ビ ジョ ン 」 に基づき 、 急激な人口減少・ 少

子高齢化への対応を 重要課題と 捉え、 安心で健康な暮ら し を 実現し ながら 発展を 続ける まちづく り を 推進し

てき まし た。

一方、 国立社会保障・ 人口問題研究所がまと めた「 日本の将来推計人口」 では、 今後も 人口減少・ 少子高

齢化の傾向が続いていく こ と が予測さ れており 、 国の傾向と 同様、 新潟市においても 、 本格的な人口減少局

面を 迎えています。

また、 地球規模の気候変動によ り 、 近年、 各地で豪雨災害が激甚化・ 頻発化し ている こ と など を 踏ま え、

防災・ 減災対策の推進や脱炭素社会の実現など地球温暖化への対応も 急務と なっ ています。

加えて、 南海ト ラ フ 地震や首都直下地震と いっ た、 首都圏を 含めた太平洋側における 大規模な震災への備

えについても 重要性を 増し ています。

世界を 見渡せば、 気候変動のほかにも 、 食料危機や貧困、 人種やジェ ン ダーに起因する 差別など 、 様々な

問題や課題に直面し ています。 こ のよう な時代において、 誰一人取り 残さ ないと いう 理念のも と 、 持続可能

なよ り よ い未来を 目指すために、 平成2 7 （ 2 0 1 5 ） 年の国連持続可能な開発サミ ッ ト で採択さ れた令和1 2

（ 2 0 3 0 ） 年までの世界共通の目標が「 SDGs
＊1

（ 持続可能な開発目標）」 です。

今、 わたし たち一人一人が、 こ う し た問題や課題を 我が事と し て考え、 行動するこ と が求めら れています。

時代潮流が目まぐ る し く 変化する 中、 新潟市で暮ら すわたし たち が力を 合わせ、 一人一人が明る い夢や希

望を 持てる よ う な活力あふれる まち を 築く と と も に、 こ のまち を 豊かな状態で将来世代
＊2

に引き 継いでいか

なければなり ません。

新潟市が目指す都市の姿や、 その実現に向けたまちづく り の方向性を わたし たちが共有し 、 互いに連携・

協働し ながら 取り 組んでいけるよう 、 新たな新潟市総合計画を 策定し ます。

＊1  Susta ina b le  Deve lopment Goa ls（ 持続可能な開発目標） の略。 より よい社会の実現を目指す2 0 3 0 年までの世界共通の目標で、2 0 1 5 年の「 国

連持続可能な開発サミ ッ ト 」 において1 9 3 の加盟国の全会一致により 採択さ れた。 将来世代のこ と を考えた持続可能な世界を 実現するための1 7

の目標と 1 6 9 のタ ーゲッ ト から 構成さ れている。

＊2  現在の子ども たちや、 こ れから 生まれてく る子ども たちなど、 将来を担う 世代。

1 策定趣旨

5



新潟市の現状・ 時代の潮流

新潟市は、 人流・ 物流拠点と し ての機能を 有する 本州日本海側最大の都市部と 、 多彩な水辺・ 里山と いっ

た自然豊かな田園地域が、 互いの良さ を 活かし 合いながら 共存し ています。 こ う し た「 都市と 田園の調和」

と いう まちの特性は、 暮ら し やすさ を はじ め、 様々な場面において新潟市の大き な強みと なっ ています。

一方、 全国的な人口減少や、 近年各地で激甚化・ 頻発化する 自然災害、 変化する 国際情勢など 、 わたし た

ちの暮ら し を 取り 巻く 社会環境は、 そのかたちを 変え続けています。

また、 新型コ ロ ナウイ ルス感染症の流行は、 急速なデジタ ル化の進展など 、 人々の意識や行動、 暮ら し 方

に大き な変化を も たら し 、 若い世代を 中心と し た地方移住への関心の高まり など 、 東京一極集中の傾向にも

変化の兆し が見ら れています。

こ れから のまちづく り

こ う し た時代潮流を 背景に、 こ れから のまち づく り においては、 こ れまで以上に心の豊かさ に価値が置か

れる成熟し た社会へと 発展さ せていく 重要性が高まっ ています。

心の豊かさ を 測るも のさ し は、 一人一人の価値観や、 身体的・ 精神的・ 社会的な状態によ っ て異なる も の

ですが、 心豊かな暮ら し を 送る ためには、 明る い未来が展望でき る 、 将来への安心感が欠かせません。 だか

ら こ そ、 活力あふれる新潟市を 築き 、 それを 将来にわたっ て持続さ せていかなければなり ません。

そのためには、 持続可能な経済成長や、 ジェ ン ダー平等の実現、 気候変動の対策など、 SDGsで掲げら れ

ている 目標や考え方を 意識し ながら 、 経済・ 社会・ 環境の三側面の調和を 図り つつ、 それぞれの側面の豊か

さ を 高める こ と が重要です。 三側面の豊かな調和が図ら れるこ と で 、 暮ら し やすいまち 、 訪れたいまち 、 ビ

ジネスを 展開し たいまちと し て、 様々な分野・ 場面で国内外から 選ばれる 『 活力あふれるまちづく り 』、 そし

て、 豊かな調和を 未来へつなぐ 『 持続可能なまちづく り 』 を 進めていき ます。

人口減少時代において、『 活力あふれるまちづく り 』 と 『 持続可能なまちづく り 』 を 重ね合わせて推進する

ためには、 市民の新潟への誇り と 愛着を 育むと と も に、 市民や民間事業者を 含め、 多様な主体と のパート ナー

シッ プのも と 、 新潟市の強みを 最大限に活かし ながら 、 総力を 挙げて取り 組む必要があり ます。

こ のまち づく り の理念のも と 、 将来にわたっ て新潟市なら ではの「 心豊かな暮ら し 」 ができ る まち を 実現

し 、 将来世代へ引き 継いでいき ます。

みんなで新潟市の強みを 活かし 、 人口減少時代に躍進する、

『 活力あふれるまちづく り 』、『 持続可能なまちづく り 』
を 進めます

2 ま ち づく り の理念
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まちづく り の理念に基づき 、 新潟市が令和1 2 （ 2 0 3 0 ） 年に目指す都市像を 示し ます。

3 目指す都市像

経済・ 社会・ 環境の三側面の豊かさ を調和し 高めること で、「 活力あふれるまちづく り」 、

「 持続可能なまちづく り」 を推進し 、都市像の実現につなげます。

『 田園の恵みを感じ ながら  心豊かに暮ら せる 日本海拠点都市』

●目指す都市像

豊かな経済

新潟市の強みを伸ばし 、

活かし 、挑戦する

田園の恵みを

感じ ながら

心豊かに暮らせる

日本海拠点都市

「 目指す都市像」

豊かな社会

共につながり、

安心を広げる

豊かな環境

守り、育み、

未来へつなぐ

活
力あふれるまちづく り

持
続可能なまち づく り

新潟への誇り と 愛着が土台

市民や多様な主体と のパート ナーシッ プのもと
新潟市の強みを 活かし 、総力を挙げてまちづく り を推進
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目指す都市像のイ メ ージ

新潟市が目指す都市像について、 経済・ 社会・ 環境の三側面ごと に、 そのイ メ ージを 記載し ます。

◎豊かな経済　 ～新潟市の強みを 伸ばし 、 活かし 、 挑戦する～

◆全国・ 世界と つながる 日本海拠点都市と し て人・ モノ ・ 情報が行き 交い、 地域経済に活力があふれ

ています

◆地域の外から 多様な人材や投資を 呼び込み、 地域内で経済が循環し ています

◆食や農など新潟市の強みを 活かし た革新的ビ ジネスが生まれ、 若者にと っ て魅力的な就業の機会が

創出さ れています

◎豊かな社会　 ～共につながり 、 安心を 広げる～

◆いき いき と 働き ながら 、 地域活動や子育てができ たり 、 家族や友人と の充実し た時間が持てるなど 、

楽し く 過ごし ています

◆家庭や地域、 多く の人々に見守ら れながら 、 子ども たちが笑顔いっ ぱいに成長し ています

◆人権や多様性を 尊重し 、 互いに支え合いながら 、 健康で、 安心し て暮ら し ています

◆文化芸術・ スポーツが盛んで、 心身共に充実し た生活を 送っ ています

◆広大な田園環境と 日本海に育まれた、 四季折々の豊かな食や歴史を 楽し んでいます

◆各地域の拠点や日常生活の拠点がつながり 、 移動や交流がし やすく 、 便利で質の高い生活を 送っ て

います

◆都市全体・ 地域全体で防災・ 減災力を 高め、 激甚化・ 頻発化する 自然災害に備えら れています

◎豊かな環境　 ～守り 、 育み、 未来へつなぐ ～

◆ゼロカ ーボンシティ ＊1 、 循環型社会に向けたまちづく り が進み、 自然環境と 調和し 共生し ています

◆田園・ 里山や、 日本海・ 大河・ 潟と いっ た多彩で豊かな自然を 身近に感じ 、 四季を 満喫し ています

◆まちなかにも 花や緑があふれ、 き れいな水や空気に包まれながら 、 潤いのある生活を 送っ ています

＊1  脱炭素社会に向けて、 2 0 5 0 年までにCO2の排出量を実質ゼロにするこ と を目指す旨を表明し た地方自治体のこ と 。
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2 0 1 5 年9 月開催の「 国連持続可能な開発サミ ッ ト 」 で1 9 3 の加盟国の全会一致により 採択さ れた、 より よ

い未来を目指すための2 0 3 0 年までの世界共通の目標「 Susta ina b le  Dev e lopment Goa ls」 の略称です。

SDGsでは、 将来世代のこ と を 考えた持続可能な世界を実現するための1 7 の目標と 1 6 9 のタ ーゲッ ト を 掲

げ、 地球上の誰一人と し て取り 残さ ないこ と を誓っ ています。 開発途上国だけでなく 先進国を含む全ての国で

取り 組むこ と が大きな特徴です。

日本においても 、 行政をはじ め民間事業者や市民団体など多様な主体によっ て、 SDGsの達成に向けた取組

が進めら れています。

新潟市においても 、 人口減少や少子高齢化の進行による労働力不足など将来想定さ れる変化・ 課題を見据え

て、 持続可能なまちづく り を進めていく 必要があり 、 その目指す方向性は、 SDGsで目指すと こ ろ と 一致し て

います。 また、新潟市は令和4（ 2 0 2 2 ） 年5 月にSDGsの達成に向けて優れた取組を行う 自治体と し て「 SDGs

未来都市」 に選定さ れまし た。

こ れら を 踏まえて、 現在世代だけでなく 将来世代まで心豊かに暮ら し 続けら れる 新潟市を 実現すると と も

に、 地方自治体と し てSDGsの達成に貢献するこ と を念頭に、 新潟市総合計画2 0 3 0 を策定し まし た。

目標１ 　 貧困をなく そう
あら ゆる場所あら ゆる形態の貧困を終わら せる

目標９ 　 産業と 技術革新の基盤をつく ろ う
強靭（ レ ジリ エン ト ） なイ ン フ ラ 構築、 包摂的かつ

持続可能な産業化の促進及びイ ノ ベーショ ン の推進

を図る

目標２ 　 飢餓をゼロに
飢餓を 終わら せ、 食料安全保障及び栄養の改善を 実

現し 、 持続可能な農業を促進する

目標1 0 　 人や国の不平等をなく そう
国内及び各国家間の不平等を是正する

目標３ 　 すべての人に健康と 福祉を
あら ゆる 年齢のすべての人々の健康的な生活を 確保

し 、 福祉を促進する

目標1 1 　 住み続けら れるまちづく り を
包摂的で安全かつ強靭（ レ ジリ エン ト ） で持続可能

な都市及び人間居住を実現する

目標４ 　 質の高い教育をみんなに
すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を 確保

し 、 生涯学習の機会を促進する

目標1 2 　 つく る責任 つかう 責任
持続可能な消費生産形態を確保する

目標５ 　 ジェ ンダー平等を 実現し よう
ジェ ン ダー平等を 達成し 、 すべての女性及び女児の

エンパワーメ ント を行う

目標1 3 　 気候変動に具体的な対策を
気候変動及びその影響を 軽減する ための緊急対策を

講じ る

目標６ 　 安全な水と ト イ レ を世界中に
すべての人々の水と 衛生の利用可能性と 持続可能な

管理を確保する

目標1 4 　 海の豊かさ を守ろ う
持続可能な開発のために、 海洋・ 海洋資源を保全し 、

持続可能な形で利用する

目標７ 　  エネルギーをみんなに 

そし てク リ ーンに
すべての人々の、 安価かつ信頼でき る 持続可能な近

代的なエネルギーへのアク セスを確保する

目標1 5 　 陸の豊かさ も 守ろ う
陸域生態系の保護、 回復、 持続可能な利用の推進、 持

続可能な森林の経営、 砂漠化への対処なら びに土地の

劣化の阻止・ 回復及び生物多様性の損失を 阻止する

目標８ 　 働き がいも  経済成長も
包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の

完全かつ生産的な雇用と 働き がいのある 人間ら し い

雇用（ ディ ーセント ・ ワーク ） を促進する

目標1 6 　 平和と 公正をすべての人に
持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を 促進し 、 す

べての人々に司法へのアク セスを 提供し 、 あら ゆる レ ベル

において効果的で説明責任のある 包摂的な制度を 構築する

目標1 7 　  パート ナーシッ プで目標を 

達成し よう
持続可能な開発のための実施手段を 強化し 、 グロ ー

バル・ パート ナーシッ プを活性化する

Ｓ Ｄ Ｇ ｓ （ 持続可能な開発目標） と は

Ｓ Ｄ Ｇ ｓ と 新潟市総合計画2 0 3 0 と の関係

Ｓ Ｄ Ｇ ｓ における 1 7 の目標
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